
会
派
の
構
成
人
数
に
よ
り
文
字
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

討
　
討
　    

論論

（3）　令和6年（2024年）2月15日 第207号  

非
正
規
職
員
で
補
う
職
員
体
制
の
改
善
に
向
け
て
！

座
間
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
賛
成

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
安
海　

の
ぞ
み 

議
員
）

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
た
め
に
も

適
正
な
職
員
数
の
確
保
を

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
須
﨑　

友
康 

議
員
）

職
員
定
数
条
例
改
正
に
賛
成

否
決
は
極
め
て
無
責
任
な
態
度

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
沖
永　

明
久 

議
員
）

職
員
定
数
９
０
３
名
か
ら
９
６
１
名
へ
の
引
上
げ
を
反
対

人
口
減
少
・
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
市
民
へ
の
長
期
負
担
を
懸
念

自
民
党
・い
さ
ま（
内
藤　

幸
男 

議
員
）

極
力
栄
養
素
を
壊
さ
な
い
殺
菌
製
法
に
よ
る

ビ
ン
容
器
の
牛
乳
の
導
入
を
求
め
る
陳
情
に
賛
成

会
派
に
属
さ
な
い
議
員（
長
瀨　

未
紗 

議
員
）

座
間
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
反
対

ざ
ま
大
志
会（
美
濃
口　

集 

議
員
）

み
（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）、沖 

永
明
久（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

報
告
第
24
号
に
対
す
る
質
疑

（
11
月
21
日
）

　

長
瀨
未
紗
（
会
派
に
属
さ
な
い 

議
員
）

議
案
第
99
号
に
対
す
る
質
疑

（
12
月
1
日
）

　

上
沢
本
尚
（
座
間
市
公
明
党
）

討
論
（
12
月
20
日
）

　

内
藤
幸
男（
自
民
党
・
い
さ
ま
）、 

須
﨑
友
康
（
会
派
に
属
さ
な
い
議

員
）、沖
永
明
久
（
会
派
に
属
さ
な 

い
議
員
）、上
沢
本
尚
（
座
間
市
公 

明
党
）、安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属 

さ
な
い
議
員
）、星
野
久
美
子
（
日

本
共
産
党
）、長
瀨
未
紗
（
会
派
に 

属
さ
な
い
議
員
）、美
濃
口
集
（
ざ

ま
大
志
会
）

議
案
第
１
０
０
号
・
第
１
０
１
号

に
対
す
る
質
疑
（
12
月
20
日
）

　

長
瀨
未
紗
（
会
派
に
属
さ
な
い 

議
員
）、安
田
早
苗
（
座
間
市
公
明 

党
）、安
海
の
ぞ
み
（
会
派
に
属
さ 

な
い
議
員
）、
清
水
剛
（
自
民
党
・

い
さ
ま
）

現
業
職
員
、
社
会
教
育
、
民
生

部
門
に
お
け
る
職
員
不
足
を
多
く

の
会
計
年
度
任
用
職
員
で
補
う
現

状
は
、
も
は
や
異
常
事
態
で
あ
り

一
刻
も
早
い
改
善
が
必
要
で
す
。

職
員
不
足
で
逼
迫
し
た
状
況
の

改
善
や
、
中
・
長
期
的
な
視
点
で

の
行
政
運
営
が
必
要
で
す
。
実
際

に
窓
口
や
現
場
で
の
人
手
が
足
り

ず
、
市
民
へ
の
対
応
が
十
分
に
で

き
な
い
現
状
を
聞
い
て
い
ま
す
。

職
員
定
数
を
増
や
し
、
そ
の
定
数

の
中
で
定
員
管
理
計
画
の
運
用
に

本
条
例
改
正
案
は
、
常
任
委
員

会
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
何
が
問

題
な
の
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
Ｄ
Ｘ
が
進
め
ば
と
か
、

機
構
改
革
の
検
証
が
で
き
て
い
な

い
と
か
、
抽
象
的
か
つ
的
外
れ
な

理
由
に
よ
り
、
本
市
職
員
に
現
状

維
持
の
職
員
体
制
を
押
し
付
け
る

新
た
な
公
設
民
営
の
待
機
用
児

童
ホ
ー
ム
は
、
令
和
９
年
に
移
転

す
る
と
き
に
は
児
童
一
人
当
た
り

の
占
用
面
積
が
元
々
の
本
体
で
あ 

る
相
武
台
児
童
ホ
ー
ム
と
共
に 

１
・
65
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
る 

予
定
で
す
。
現
在
の
本
市
の
条
例

で
は
、
児
童
一
人
当
た
り
の
面
積

学
校
給
食
で
提
供
さ
れ
る
牛
乳

に
つ
い
て
は
、
国
の
学
乳
制
度
か

ら
外
れ
、
独
自
に
事
業
者
と
契
約

し
、
よ
り
質
の
高
い
牛
乳
を
提
供

し
て
い
る
自
治
体
が
東
京
多
摩
地

職
員
定
数
を
増
や
す
場
合
、
４

年
後
の
計
画
で
は
、
職
員
の
実
数

は
９
４
１
人
と
な
り
、
そ
れ
に
伴

う
人
件
費
は
、
令
和
４
年
度
決
算

と
比
較
す
る
と
約
４
億
円
で
５
・

１
％
の
増
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

本
市
で
は
心
の
病
気
に
よ
る
休
職

者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和

４
年
度
は
、
平
成
25
年
度
以
降
、

過
去
最
多
の
22
人
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
職
員
増
が
休
職
者
減
に
つ

な
が
る
か
、
休
職
者
の
増
加
要
因

の
検
証
が
必
要
で
す
。
人
口
減
少

が
予
測
さ
れ
る
中
、
財
政
状
況
が

職
員
定
数
９
０
３
名
を
９
６
１

名
に
改
正
す
る
条
例
の
議
案
が
座

間
市
定
員
管
理
計
画
案
と
と
も
に

示
さ
れ
ま
し
た
。

座
間
市
職
員
定
数
条
例
の
改
正

案
が
示
さ
れ
た
の
は
、
佐
藤
市
長

体
制
に
な
っ
て
３
回
目
で
す
。
令

和
３
年
第
３
回
定
例
会
で
は
、
当

時
の
定
数
８
７
３
名
を
９
１
３
名

に
引
き
上
げ
る
た
め
の
議
案
が
上

程
さ
れ
ま
し
た
が
、
議
会
で
は
定

員
増
の
根
拠
と
な
る
定
員
管
理
計

画
案
が
示
さ
れ
な
い
中
で
の
提
案

は
承
認
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で

否
決
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、

座
間
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改 

正
に
伴
う
運
用
方
針
案
が
示
さ
れ
、 

定
年
延
長
に
よ
る
14
名
と
休
職 

者
等
の
定
数
外
規
定
16
名
の
合 

計
30
名
を
増
や
す
た
め
の
議
案 

が
上
程
さ
れ
、
可
決
と
な
り
、
定

数
は
９
０
３
名
と
な
り
ま
し
た
。

佐
藤
市
政
が
始
ま
っ
た
際
の
定

数
は
８
７
３
名
な
の
で
、
こ
の
僅 

か
な
期
間
で
職
員
定
数
を
88
名 

増
加
さ
せ
る
提
案
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
第
五
次
座
間
市
総
合 

計
画
を
令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
、 

さ
ら
に
同
年
４
月
に
機
構
改
革
が

行
わ
れ
た
ば
か
り
で
す
。
本
来
定

数
を
増
や
す
の
で
あ
れ
ば
、
同
計

画
の
執
行
と
同
時
に
行
う
べ
き
で

あ
り
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
新
体
制

の
下
で
年
間
業
務
を
行
い
、
見
え

誰
も
が
遠
慮
な
く
育
児
休
業
や
研

修
、
派
遣
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇

な
ど
を
取
得
で
き
る
余
裕
の
あ
る

職
員
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
、

職
員
の
適
正
配
置
は
必
須
で
す
。

よ
り
、
適
正
な
職
員
実
数
と
す
る

こ
と
を
期
待
し
賛
意
を
表
し
ま
す
。

こ
と
は
、
極
め
て
無
責
任
な
態
度

で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

は
１
・
３
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

全
て
の
移
転
終
了
後
の
面
積
が
国

基
準
に
な
る
こ
と
は
評
価
し
ま
す

が
、
他
の
児
童
ホ
ー
ム
で
は
、
狭

い
中
で
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
い
児

童
た
ち
が
い
ま
す
。
改
善
に
向
け

て
、
対
策
を
図
る
こ
と
を
求
め
賛

意
を
表
し
ま
す
。

区
で
は
４
自
治
体
、
千
葉
県
で
は

４
自
治
体
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

陳
情
者
が
行
っ
た
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
多
く
の
賛
同
者
が
い
る
こ

と
か
ら
、
本
陳
情
に
賛
成
し
ま
す
。

右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
い
く
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
中
で

の
職
員
定
数
増
は
容
易
に
賛
成
で

き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第

五
次
座
間
市
総
合
計
画
も
ま
だ
半

年
と
い
う
時
期
に
お
い
て
今
回
の

職
員
定
数
増
は
、
や
や
焦
り
過
ぎ

の
よ
う
に
も
思
え
る
た
め
、
検
証

期
間
を
延
ば
す
こ
と
を
ざ
ま
大
志

会
と
し
て
は
結
論
づ
け
ま
し
た
。

て
き
た
課
題
に
基
づ
い
て
定
数
増

の
提
案
が
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
。
同
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て

半
年
弱
、
こ
の
僅
か
な
期
間
で
こ

れ
だ
け
多
く
の
職
員
定
数
増
の
提

案
が
あ
る
こ
と
自
体
が
、
初
め
か

ら
定
数
増
あ
り
き
の
機
構
改
革
で

あ
っ
た
と
理
解
す
る
ほ
か
な
く
、

そ
う
で
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
あ

ま
り
に
も
見
通
し
の
甘
い
計
画
だ

と
感
じ
ま
す
。

今
回
の
計
画
案
の
中
で
、
定
年

年
齢
引
上
げ
に
伴
う
増
員
部
分
に

つ
い
て
は
理
解
を
し
ま
す
。
し
か

し
、
総
務
省
の
地
方
公
共
団
体
定 

員
管
理
調
査
で
は
、
類
似
団
体 

59
市
中
の
人
口
１
万
人
当
た
り 

の
職
員
数
比
較
で
本
市
は
23
番 

目
と
、
特
段
少
な
い
と
は
言
え
な

い
状
況
で
す
。

定
数
を
増
や
す
こ
と
は
市
民
に

長
期
の
財
政
負
担
を
課
す
こ
と
に

も
つ
な
が
る
話
で
あ
り
、
今
後
の

人
口
減
少
や
厳
し
い
財
政
状
況
を

総
合
的
に
判
断
し
、
本
議
案
に
反

対
し
ま
す
。

待
機
用
児
童
ホ
ー
ム
の
整
備
に
か
か
る

予
算
に
賛
意

日
本
共
産
党（
星
野　

久
美
子 

議
員
）

職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
は
妥
当

座
間
市
公
明
党（
上
沢　

本
尚 

議
員
）

公
明
党
と
し
て
は
、
定
年
延
長

に
よ
る
職
員
増
が
40
名
程
度
、 

生
活
支
援
課
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

不
足
分
が
７
名
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ

る
一
時
的
な
職
員
増
、
育
児
休
業

や
時
間
外
勤
務
の
適
正
化
な
ど
の

働
き
方
改
革
の
推
進
、
ま
た
、
し

ば
ら
く
は
続
く
と
思
わ
れ
る
物
価

高
騰
等
に
対
す
る
国
の
施
策
対
応

に
加
え
て
、
災
害
対
応
な
ど
も
考

慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
提
案

の
期
間
が
令
和
９
年
度
ま
で
の
短

期
間
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
は 

職
員
定
数
の
見
直
し
が
あ
る
こ
と
、 

さ
ら
に
、
こ
の
定
数
は
あ
く
ま
で

も
最
大
値
で
あ
っ
て
、
直
ち
に
最

大
限
ま
で
職
員
増
と
な
ら
な
い
こ

と
も
考
慮
し
、
お
お
む
ね
妥
当
と

判
断
し
ま
し
た
。
た
だ
、
残
念
な

こ
と
は
、
総
括
質
疑
の
際
に
市
長

に
今
回
の
職
員
定
数
条
例
の
改
正

に
よ
っ
て
、
決
し
て
無
駄
な
こ
と

を
せ
ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
で
あ
る

と
の
市
民
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ 

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
答
弁
が
な
か 

っ
た
こ
と
は
、
市
長
の
座
間
市
公

明
党
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
で
あ
る

と
受
け
止
め
て
お
り
、
何
よ
り
も

市
民
へ
の
説
明
が
十
分
で
は
な
い

と
判
断
さ
れ
て
も
致
し
方
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。


